




<目的〉 

各種感染症にみる発熱は,一種の生体防衛反応のあらわれであり,あまり発熱に対する愁訴

のない病初より強力左下熱をはかることはけして得策ではない｡ 

しかし日常小児科診療における実状は,安易に小児気道感染症の発熱に対し,強力な下熱剤

が投与され,ときに薬剤の副作用発現などをみたりしている。その投与理由は患児のためと

いうより,しばしば両親や医師自身のために使われているといわれる｡ 

そこで日常小児科外来で,約 60%を占めるといわれるウイルス性上気道炎と考えられる患

児の発熱の自然の消長や,発熱をそのままにした場合の熱性けいれん,不眠その他の症状出

現状況を知る目的で,不必要と考えられたものは解熱剤や抗生剤をまったく投与せず,自然

経過を観察することにした。 


